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「創造拠点ＫＡＮＳＡＩの形成」 
関西のコンテンツ産業活性化戦略の策定について 

 

 近畿経済産業局と公益社団法人関西経済連合会は、昨年６月より検討

を重ねていた「関西のクリエイティブ産業を考える会（座長＝鷲田清一

大谷大学教授）」において、「創造拠点ＫＡＮＳＡＩの形成（関西のコン

テンツ産業活性化戦略）」を策定しました。 

具体的には、関西のコンテンツ産業のポテンシャルや課題の分析から、

産業用コンテンツの活用による新需要創出などの「４つの基本戦略」を

導き、活動を展開するための連携協働体の体制作りや産業用コンテンツ

等のプロモーションを始めとする「１３の活動」を提案しています。 

なお、コンテンツの積極的活用を実践する意も含め、本報告書の表紙

デザインを公募し、ＡＲ（※）コンテンツとして作成しています。 

（※）ＡＲ：拡張現実（Augmented Reality）とも言い、現実映像の中にコンピュータの映像を

重ね合わせ表現する技術。 

 

１．関西のクリエイティブ産業を考える会について 
審議経過： 
・第一回委員会 平成２３年６月 ９日 
・第二回委員会 平成２３年１０月６日 
・第三回委員会 平成２４年１月３０日 
・第四回委員会 平成２４年４月２０日（最終） 

 
２．報告書（活性化戦略）概要 

 

第一章現状と課題 
本活性化戦略の対象を、コンシュマー向けの従来型コンテンツに加え、製品を説明・

印象付けたり魅力を高めたりするための「産業用コンテンツ」も含め検討することと

し、関西のコンテンツ産業について以下のポテンシャルと課題を指摘しています。 

■ポテンシャル 

①関西のコンテンツ産業は国内第二の規模 

②関西は国内第二のクリエイター輩出拠点 

③オリジナルコンテンツを生み出す歴史・文化・自然の存在 

④進取の気風 

⑤アジアとのゲートウェイ 

⑥管内自治体は各地の強みを活かしたコンテンツ施策を実施 

■課題 

①関西のコンテンツ需要は必ずしも大きくなく、また落ち込み傾向 

②関西で輩出された若手クリエイターの就職口が不足 

③プロジェクトマネージャーやコーディネーターが不在 

④事業者・自治体間の連携が少なく、取組も一体感に欠ける 
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第二章 活性化戦略～創造拠点ＫＡＮＳＡＩの形成～ 
関西人の特性や地理的特性から生み出されるオリジナリティを尊重した「新たなほん

まもん」による、世界への「創造拠点ＫＡＮＳＡＩ」の形成を提案し、その実現のた

めの以下の「４つの基本戦略」を提言しています。 

 

 

その基本戦略に基づく具体的活動提案として次の１３事業を提案しています。 

Ⅰ   関西の次世代クリエイティブ産業創出の連携協働体の形成 

Ⅱ－１ 「関西のコンテンツ産業活性化戦略」のプロモーション 

Ⅱ－２ コンテンツビジネス支援コンテンツの整備 

Ⅱ－３ コンテンツの効果的展示機会の提供 

Ⅱ－４ コンテンツ企業の海外展開に対する取組支援 

Ⅱ－５ クール・ジャパン戦略への積極的な参加 

Ⅱ－６ クリエイターとクライアントの継続的なマッチング機会の創出 

Ⅱ－７ クリエイティブ関連イベントの一元的な情報発信 

Ⅲ－１ 新たなメディアやビジネスモデルへの挑戦 

Ⅲ－２ クリエイティブ人材「発掘・発信の場」の創出 

Ⅲ－３ プロデュース能力・コーディネート能力の向上 

Ⅲ－４ 日本の「匠」の販路開拓支援コンテンツの制作 

Ⅲ－５ 関西発オリジナルコンテンツ創出のためのプラットフォーム形成 

 

３．本報告書の表紙デザインについて 
コンテンツの積極的活用を実践する意も含め、本報告書の表紙デザインを公募し、

ＡＲコンテンツとして作成しています。 
 

 

 

 

 （本発表資料のお問い合わせ先） 

近畿経済産業局 クリエイティブ産業担当（コンテンツ産業支援室） 

   担当：石原、芝野、神岡、三小田（電話：０６－６９６６－６０５３） 

公益社団法人 関西経済連合会 

   担当：湯室（企画広報部） 

   電話：０６－６４４１－０１０５（企画広報部） 
 

 


